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滋賀県と琵琶湖の環境に係る新たな課題

汚濁負荷対策は進んだが、水質、生物ともに

課題の解決には至っていない。

流入負荷量（ＣＯＤ） 琵琶湖水質（ＣＯＤ）

漁獲量 琵琶湖水質（Ｔ－Ｐ）

植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ種数

内部生産増？

？汚濁削減の効果は？

内部生産減？



琵琶湖の水環境課題の変化イメージ

目標とする
状態

高度経済
成長期

現状

水質

生物多様性

※環境省の閉鎖性海域での資料を参考に作成

どうすれば？

実際
なぜ？

水質改善により、清澄な水を好む魚
（マス、アユ）を含め、多くの魚介類
に適した状態になると想定していた。

流域や琵琶湖に生じた
多くの変化が影響

良

良

劣

劣

類
型

利用目的の適応性
（水産抜粋）

基準値（各欄の値以下）

T-N T-P

Ⅰ Ⅱ以下のもの 0.1mg/L 0.005mg/L

Ⅱ マス・アユなど
＋Ⅲ以下のもの

0.2mg/L 0.01mg/L

Ⅲ Ⅳ以下のもの 0.4mg/L 0.03mg/L

Ⅳ ワカサギなど＋Ⅴ 0.6mg/L 0.05mg/L

Ⅴ コイ、フナなど 1mg/L 0.1mg/L

【湖沼の窒素・リンに係る環境基準概要】



研究推進機構設置の考え方

行政部局と県立試験研究機関が一堂に会して、課題の把握

から、調査研究の実施、研究成果を踏まえた対策の立案に

至る一連の保全スキームを新たに創設・運営する。

直面する環境課題の多くは、その要因が互いに関係しあう

ことで複雑化・多様化している。

このため、関係する多くの課題の全体像を俯瞰し、関係部

局が課題を共有し、連携することが必要。



◇目的：行政課題の解決に向けた研究を行い、成果を施策に反映する

ことにより、琵琶湖環境に係る課題を解明し、持続可能な滋賀社

会を構築する

◇組織：①本部会議、②幹事会議、③調査員会議

◇所掌事務：①連携研究の推進方針の策定、②現状分析と課題の整理

③研究の調整と進行管理、④研究成果の施策反映

◇本部会議構成メンバー

委員長 副知事

委員 琵琶湖環境部、健康医療福祉部、商工観光労働部、農政水産部の部長、

琵琶湖環境科学研究センター、琵琶湖博物館、衛生科学センター、

工業技術総合センター、東北部工業技術センター、農業技術振興センター、

畜産技術振興センター、水産試験場の各機関長等

研究推進顧問 琵琶湖環境科学研究センター長、琵琶湖博物館長、滋賀県立大学長

琵琶湖環境研究推進機構の概要

課題のキャッチ

課題の関係整理
全体像の共有
調査・解明

・広く琵琶湖環境に係る課題について、情報や意見の収集

施策検討・提案

対策実施
行政施策への展開

琵琶湖環境研究推進機構（H26.4.25 設置）



最初のテーマ「在来魚介類のにぎわい復活」

大気降下物

森林

河川流量

河川環境

流入負荷

暮らし・地域

レジャー

林業

農地

農業

漁業

魚介類水質

湖底環境

水草

湖岸

内湖

鳥類

水位

下水道を利用
できる県民の
割合 など

水質、アオコ発
生日数 など

琵琶湖漁業の
漁獲量 など

外来魚の駆
除量 など

水浴場の「快適」
ランクの箇所数
など

カイツブリの
推定生息数
など

水草根こそぎ
除去面積 など

ニホンジカの推定
生息頭数 など

化学合成農薬の
使用量 など

ホタル飛翔
地域数
など

「魚のゆりかご水田」な
ど豊かな生き物を育む
水田取組面積 など

月１回以上湖魚
料理を作り、
食べる人の割合
など

県産材の素材
生産量 など

琵琶湖森林づくりパー
トナー協定（企業の
森）締結数 など

「おいしが うれし
が」キャンペーン
登録店舗数 など

流入汚濁負荷
推定量 など

水草群落面積

砂地造成累積
面積 など

間伐実施面積
など

農業産出額 など

セタシジミ漁
獲量 など

アウトカム指標

アウトプット指標

凡例

因果関係

「おいしが うれし
が」キャンペーン
登録店舗数

希少野生動
植物種 など

（全体に
影響）

希少野生動
植物種 など

琵琶湖のヨシ
の面積 など

※第３回マザーレイク２１学術フォーラム資料より作成

多くの分野の課題
が魚介類につな
がっている。



在来魚介類のにぎわい復活に向けた研究イメージ

森林

河川

排水

水田

内湖

湖岸

底質

湖内
（えさ）

流域環境底質・湖岸環境

えさ環境

水系のつながり分断による
底質環境への影響評価

水系のつながりと
在来魚介類の分布・移動

との関係把握

餌環境のつながりからみた
在来魚介類資源量への

影響評価

水質・植物プランク
トン相に変化
→動物プランクトン、
魚のえさ状況に
変化は？

沿岸帯の変化
→底質の変化？
→生息環境やプラ
ンクトン状況に
変化？

森林や河川の変化
→生息域や産卵
環境の変化？

在来魚介類のにぎわい復活に向けて

生息環境の再生

（ 「水系のつながり」から ）

エサ環境の再生
（ 「生物のつながり」から）

在来魚介類の生産性に影響する
２つの視点に着目

山

川

里
湖魚介類

動物
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

植物
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

栄養塩



ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの変化

水系のつながり
分断

外来魚の増加

政策につなぐ研究の推進

魚介類の生息エリアに着目した研究内容設定

（ 生息環境 と 餌環境 の視点からの研究 ）
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総漁獲量

魚類計

エビ類計

シジミ

その他の貝類

在来魚介類の減少

etc...(在来魚介類漁獲量の推移)

【琵琶湖を取り巻く喫緊の課題】

アユ

ホンモロコ

シジミ類

水田・内湖

森林

排水湖内

河川

底質・沿岸

■ 生息環境の再生

■ 餌環境の再生

１．連携研究の推進

① 底質・湖岸環境
～シジミ類の生息環境等に影響～

② 流域環境
～アユ・ホンモロコの産卵遡上等に影響～

③ 餌環境

・ 餌環境からみた魚類資源量への影響評価 （モデル等による解析；水試）

□ 県連携機関 ： 琵琶湖環境科学研究センター、水産試験場、
琵琶湖博物館、農業技術振興センター

・ 底質と底生生物との関係把握 （琵環ｾﾝﾀｰ）

・ 人工湖岸化による底質への影響評価 （琵環ｾﾝﾀｰ）

・ 水系のつながりや環境条件の変化が魚類に及ぼす影響評価
（琵環ｾﾝﾀｰ、琵博、農技ｾﾝﾀｰ、水試）

・餌環境相互の関係把握 （水質～植物・動物ﾌ゚ﾗﾝｸﾄﾝ～在来魚；琵環ｾﾝﾀー ほか）

～アユ・ホンモロコ・シジミ類の生産力等に影響～

２．外部知見との交流

既存知見のレビュー資料作成と県内大学との
研究会等の開催
○琵琶湖環境に係る既存知見について、行政担当者や異分野

の専門家間で共有するためのレビュー資料作成

○ 研究会等を通じた県内大学等の知見の収集、交流

→ 新たな共同研究への展開検討

在来魚介類のにぎわい復活に向けた研究

在来魚介類のにぎわい復活への方策解明

・湖底（セタシジミなど） → 底質・湖岸環境
・湖と河川（ アユなど）・湖と内湖等（ホンモロコなど）

→ 流域環境

15,349 千円

在来魚介類のにぎわい復活に向けた研究琵琶湖環境研究
推進機構

新

8,599 千円

6,143 千円

（ゼロ予算）

資－琵環１
環境政策課 内線3354
水産課 内線3878【総予算額 30,091千円】

（琵琶湖環境科学研究センター26,535千円、水産試験場3,000千円、その他関連研究556千円）



在来魚介類のにぎわい復活に向けた研究体系

総 括
（総合解析）

底質・湖岸環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ

流域(陸域)環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ

えさ資源環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ

湖岸解析班
人工的湖岸と自然的湖岸の生態系比較
人工湖岸化による影響評価

水系のつながり分断による
底質環境への影響評価

見える化マップ
作成班

ヒアリング、文献調査による県内河川の魚類分布変化の把握
魚類生息への影響要因のマップ化と対応策の提案

栄養塩解析班

植物プランクトン
解析班

河川、琵琶湖における水質の長期変化解析
流入負荷量の長期変化解析、農業系負荷量の推定

植物プランクトンの種類別細胞数、体積等の長期変化解析
水質等の環境変化と植物プランクトンの関係解析

動物プランクトン
解析班

動物プランクトンの種類別個体数の長期変化の把握・解析
植物プランクトンと動物プランクトンの関係解析

食物連鎖モデル
解析班

食物連鎖モデルの構築、食物連鎖構造の解析
餌資源からみた魚介類資源の評価

魚介類資源
解析班

主要魚介類の資源推定
主要魚介類の食性調査

餌環境のつながりからみた
在来魚介類資源量への

影響評価

水系のつながりと
在来魚介類の分布・移動

との関係把握

底生生物や二枚貝に望まし
い底質、湖岸環境条件の解
明と対応策の提示

流域における在来魚への
影響要因の解明

生息環境の再生に向けた
対応策の提示

餌環境からみた在来魚への
影響要因の解明

餌環境の再生に向けた対応
策の提示

底質解析班
南湖における底質と底生生物の関係性の把握
土砂供給状況が異なる河川河口域間での底生生物等の比較

森林解析班
森林管理による土砂流出等への影響把握
土砂流出の異なる渓流での土砂流出量、水質、生物等調査

協働のあり方
検討班

家棟川等におけるNPO・住民との協働調査のあり方検討

水田・内湖・琵琶湖
つながり解析班

水田地帯に産卵遡上するフナ・モロコ類親魚の
時期、量、気象条件等の調査

放流したフナ・モロコ類の産卵状況の調査

河川解析班
土砂供給、底質、栄養塩濃度等の
環境条件の違いによる魚類等分布への影響把握

〔 主な取組内容 〕

排水解析班
下水処理水、農業集落排水放流先の水質等調査
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝを用いた生物影響試験、魚類の忌避行動調査

総合解析
ｸﾞﾙｰﾌﾟ



研究のスケジュール

H26 H27 H28

現況把握・知見収集

現況評価・解析

影響要因の推定・特定

対応策検討・提示

施
策
提
案
へ



琵琶湖環境研究推進機構の特徴

つながりに着目・総合的に対応

（複雑・多様な課題に対する大きな視点での研究）

研究者＋組織的な連携

（研究対象・分担など設定時から共同）

（機関の個別ミッションを超えて連携）

行政と試験研究機関が横つなぎで一体的に推進

（副知事をトップに、課題の整理・研究調整と進行管理・施策検討ま
で横断的に実施）

（試験研究機関を有しない部局とも円滑な連携へ）


